
 
 

▽
年
号
が
『
令
和
』
に
決
ま
り
ま
し
た
。「
心
寄

せ
合
い
文
化
育
む
。
」
六
四
五
年
日
本
最
初
の

元
号
の
『
大
化
』
か
ら
二
四
八
番
目
の
元
号
と

の
事
。
願
う
事
は
、
平
和
な
日
本
で
有
り
、
メ

ン
タ
ル
な
面
も
含
め
て
穏
や
か
に
暮
し
て
往

き
た
い
と
思
う
。
▽
北
海
道
知
事
選
挙
・
渡
島
・

檜
山
の
道
議
会
議
員
選
挙
も
済
み
ま
し
た
。
今

年
は
選
挙
の
年
。
彼
方
此
方
で
「
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
」
「
必
ず
皆
様
の
期
待
に
沿
う

様
に
頑
張
り
ま
す
」
選
挙
期
間
中
は
、
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
で
あ
る
。
候
補
者
は
、
そ
り
ゃ
あ

大
変
で
す
。
建
っ
て
い
る
電
信
柱
に
も
頭
を
下

げ
、
レ
ー
ス
越
し
の
窓
を
覗
き
込
む
よ
う
に
手

を
振
り
頭
を
下
げ
る
。
四
年
に
一
回
の
審
判
で

あ
る
。
有
権
者
は
、
う
る
さ
い
様
な
顔
を
し
て

仕
方
な
く
手
を
振
っ
て
く
れ
る
。
忖
度
の
始
ま

り
で
あ
る
。
当
選
す
れ
ば
立
場
は
逆
転
。
特
に

偉
い
先
生
方
に
成
れ
ば
、
何
で
も
自
分
の
意
の

ま
ま
に
言
い
た
い
放
題
。
選
ん
だ
住
民
の
レ
ベ

ル
で
議
員
が
決
ま
る
。
両
者
は
互
い
の
姿
を
映

し
出
す
鏡
で
も
あ
る
か
ら
大
変
で
あ
る
。
反
省

し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
幸
い
、
渡
島
・
檜

山
の
道
議
先
生
は
、
民
意
を
受
け
止
め
て
国
・

道
に
対
し
て
意
思
を
決
定
し
て
行
く
事
が
議

会
の
本
質
で
あ
る
事
を
理
解
し
て
く
れ
て
い

る
。
お
陰
で
私
の
曇
っ
た
鏡
ま
で
ピ
ッ
カ
ピ
カ

で
あ
る
。
▽
い
ま
日
本
は
め
で
た
い
時
で
あ
る
。

う
れ
し
い
時
は
楽
し
く
過
し
、
来
る
災
い
に
備

え
て
行
か
な
く
て
は
、
皆
さ
ん
。
心
も
体
も
も

た
な
い
し
、
面
白
く
無
い
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

違
い
ま
す
か
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
・
・
・
・
・
ン(

選
挙
モ
ー
ド
か)

 

 

日
本
砕
石
協
会
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
２
０
２
０
年
度
卒
業
・・終
了
予
定
者
等
の
就

職
・採
用
活
動
に
関
す
る
要
請
が
内
閣
官
房
内

閣
審
議
官
等
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

②
「骨
材
資
源
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
先
行
予
約
受
付 

 

協
会
と
日
頃
か
ら
協
力
関
係
に
あ
る
骨
材
資

源
工
学
会
が
平
成
３
１
年
４
月
に
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
書
籍
上
下
全
２
巻
を

令
和
元
年
１２
月
９
日
に
出
版
す
る
に
あ
た
り
販

売
予
定
価
格
１
０
０
０
０
の
処
、
当
協
会
会
員
に

限
り
５
０
０
０
円
で
申
込
み
受
付
を
致
し
ま
す
。

希
望
の
方
は
函
館
支
部
迄
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

函
館
支
部
は
、
一
セ
ッ
ト
購
入
予
定
で
す
。 

◎
２
０
１
９
年
度
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
札
幌
に
つ
い

て
の
内
容
等 

 

北
海
道
札
幌
に
て
10
月
16
・
17
・
18
日
開
催 

 

会
場
…
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

か
で
る
2.7 

大
ホ
ー
ル 

③
災
害
報
告 

 

3
月
25
日
熊
本
県
支
部
会
員
事
業
所
内
で 

 

選
別
装
置
の
点
検
中
、
高
さ
３
㍍
の
踊
り
場
か

ら
転
落
し
た
と
み
ら
れ
る
死
亡
事
故
が 

 

発
生
し
ま
し
た
。 

其
々
に
安
全
対
策
は
、
お

願
い
致
し
ま
す
。 

            

       

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 
 ① 

第
一
回
合
同
理
事
会 

４
月
２３
日
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

13
時
～
審
査
会 

13
時
30
分
～
正
副
本
部
長
会
長
会
議 

15
時
～
合
同
理
事
会 

17
時
～
懇
親
会 

⑴ 

(一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部
理
事
会
の
概
要 

⑵ 

令
和
元
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て 

⑶ 

令
和
元
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て 

⑷ 

連
合
会
活
動
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

① 

理
事
会
開
催
 
４
月
17
日
13
時
半
～ 

⑴
通
常
総
会
提
出
書
類
に
つ
い
て 

⑵
そ
の
他
必
要
事
項
等
に
つ
い
て 

◎
協
会
函
館
支
部
と
し
て
第
50
期
の
通
常
総

会
に
中
る
事
か
ら
従
前
の
記
録
資
料
と
聞
き

取
り
か
ら
新
た
に
年
表
記
録
を
作
成
す
る
。 

② 

砕
石
基
礎
統
計
調
査
表
の
作
成
依
頼
。 

提
出
期
限
は
、
５
月
７
日
迄 

③ 
平
成
30
年
度
砕
石
業
労
働
災
害
動
向 

調
査
表
提
出
の
お
願
い 

④ 

安
全
基
準
適
合
型
車
輌
系
建
設
機
械
の 

 

導
入
実
績
調
査
集
計
表
の
提
出
の
お
願
い
。  

い
ず
れ
も
５
月
10
日
迄
で
す
。 

  

 

⑤ 

函
館
開
発
建
設
部
に
対
し
今
後
の
公
共
工 

事
の
使
用
骨
材
量
の
情
報
共
有
に
関
す
る
要
望

書
を
函
館
骨
材
販
売
協
組
の
荒
山
事
務
局
長
が

段
取
り
し
て
下
さ
り
要
望
書
を
提
出
致
し
ま
し

た
。
連
絡
あ
り
次
第
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

⑥ 

安
全
標
語
審
査
結
果
に
つ
い
て 

以
下 

一
位
の
み 

《一
般
の
部
》 

北
海
道 

地
本 

変
わ
る
時
代 

変
わ
ら
ぬ
基
本 

 

初
心
忘
れ
ず
無
災
害 

 

《小
学
校
低
学
年
の
部
》関
東 

地
本 

大
き
い
く
る
ま
、
気
も
ち
は
大
き
く
な
ら
な
い

で 

い
つ
も
こ
ま
か
く
あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん 

《小
学
校
高
学
年
》 

関
東 

地
本 

慣
れ
ち
ゃ
だ
め
！
少
し
の
油
断
事
故
の
も
と 

《中
学
生
の
部
》 

東
海 

地
本 

通
学
路 

笑
顔
が
わ
か
る 

ス
ピ
ー
ド
で 

 

次
年
度
は
函
館
支
部
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

◇
今
後
の
予
定 

◎
総
会
…
五
月
十
日(

金) 

16
時
30
分
～ 

 
 

 
 

 
 

湯
の
川 

竹
葉
新
葉
亭 

◎ 

道
本
部
連
合
会 

 
 

総
会
…
五
月
二
十
二
日(

水) 

 
 

 
 

い
ず
れ
も
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

◎ 

本
部 

 
 

総
会
…
六
月
六
日(

木) 

 
 

 
 

 

東
京
都 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

 

◇
事
務
局
よ
り 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
、
急
な

案
件
連
絡
が
有
り
ま
し
た
ら
電
話
連
絡
お

願
い
致
し
ま
す
。 

休
業
日 

4
月
27
日
～
5
月
6
日
ま
で 


